
　

平
成
二
十
一
年
度
三
年
生
研
究
発
表
会
発
表
題
目　
（
氏
名　

発
表
題
目
）
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【
23
号
教
室
】　
　
　
　
　
　

〔
村
田
ゼ
ミ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷　

夏
美　
　

『
夜
の
寝
覚
』
に
お
け
る
「
す
ず
ろ
」と
「
そ
ぞ
ろ
」

の
意
味
用
法
の
違
い
に
つ
い
て　
　
　

〔
灰
谷
ゼ
ミ
〕　
　
　
　

青
田　

浩
子　
　

多
方
言
共
生
社
会
に
お
け
る
方
言
意
識
と
方
言

使
用

―

尾
道
大
学
の
異
な
る
出
身
者
間
の
方
言
調

整―

諏
訪
ま
り
子　
　

方
言
談
話
に
お
け
る
コ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
ン
グ

 

─
話
題
と
時
間
の
経
過
に
よ
る
意
識
の
ほ
こ

ろ
び
─

上
西
奈
都
美　
　

雑
誌
名
に
み
ら
れ
る
文
字
表
記
の
変
遷
と
社
会

的
背
景
に
つ
い
て                     

福
岡　

委
子　
　

カ
タ
カ
ナ
英
語
の
形
容
詞
的
表
現
に
み
ら
れ
る

意
図
と
効
果                         

山
本　
　

咲　
　

映
画
広
告
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
お
け
る
類
型

吉
原　

涼
子　
　

小
説
の
映
像
化
に
お
け
る
言
語
的
操
作
に
つ
い

て

西
牧　

里
紗　
　

M
r.C

h
ild

re
n

の
歌
詞
に
お
け
る
語
彙
の
意
味

分
野
と
文
字
種
に
つ
い
て

〔
熊
本
ゼ
ミ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
元　

絵
美　
　

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
表
現
に
つ
い
て　
　

南
葉
さ
お
り　
　

堤
中
納
言
物
語
「
は
い
ず
み
」
に
つ
い
て　
　

─
二
人
妻
説
話
の
中
で
の
位
置
づ
け
─　

勅
使
川
原
彩　
　

「
を
か
し
げ
な
り
」
か
ら
見
る
『
落
窪
物
語
』

中
本
め
ぐ
み　
　

「
竹
芝
寺
伝
説
」
の
姫
宮
に
菅
原
孝
標
女
は
何

を
見
た
の
か　
　
　
　
　

〔
藤
川
ゼ
ミ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
部
美
希
子　
　

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
の
構
成
に
お
け
る
一
側

面
─
平
基
盛
と
い
う
人
物
の
「
消
去
」
を
糸
口

に
─

〔
藤
沢
ゼ
ミ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部　

真
衣　
　

『
為
兼
折
句
歌
』
考
察　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
村　

惟
代　
　

翻
刻
『
敵
討
猫
魔
屋
敷
』　

─
『
敵
討
猫
魔
屋
敷
』
の
魅
力　
　
　
　
　
　

原
田　

佳
美　
　

翻
刻
『
信
夫
摺
在
原
草
紙
』　
　
　
　
　
　
　

─
巻
一
、
名
乕
に
注
目
し
て
─　
　
　
　
　
　

村
上　

幸
代　
　

翻
刻
『
小
夜
鵆
真
砂
物
語
』　
　
　
　
　
　
　

─
『
賊
禁
秘
誠
談
』『
絵
本
太
閤
記
』
と
比
較
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し
て
─

竹
本　

夕
貴　
　

「
帷
子
辻
」
考
─
美
し
さ
と
腐
乱
の
狭
間
で
─

金
島　

知
樹　
　

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
考
察

─
民
衆
は
誰
を
見
た
か―

和
田　
　

薫　
　

草
双
紙
に
お
け
る
動
物
の
性
別
に
つ
い
て　
　

杉
原
し
お
り　
　

『
今
常
盤
布
施
譚
』
論

―
糸
は
本
当
に
悪
女
な
の
か
？―

　

〔
槇
林
ゼ
ミ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
渕　

里
奈　
　

乙
一
研
究
─
『
Ｚ
Ｏ
Ｏ
』
を
中
心
に
─　
　
　

上
川　

美
鈴　
　

島
尾
敏
雄
「
死
の
棘
」
論　
　
　
　
　
　
　
　

見
分
小
百
合　
　

種
村
弘
『
手
紙
魔
ま
み
、
夏
の
引
越
し
（
ウ
サ

ギ
連
れ
）』
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
崎
郁
美　
　

夢
野
久
作
研
究

─
「
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
」
構
造
論
─　
　
　
　

永
尾　

優
美　
　

長
野
ま
ゆ
み
『
綺
羅
星
波
止
場
』
研
究

─
色
彩
を
中
心
に
─

大
脇　

友
美　
　

壺
井
栄
研
究

─
「
大
根
の
葉
」
五
部
作
に
つ
い
て
─　
　
　

藤
田
沙
十
美　
　

吉
屋
信
子
研
究

─
「
わ
す
れ
な
草
」
を
中
心
に
─　
　
　
　
　

三
好　

加
奈　
　

森
見
登
美
彦
研
究

─
「
四
畳
半
神
話
大
系
」
の
方
法
─

　
　
　
　

〔
寺
杣
ゼ
ミ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
橋　

佳
希　
　

志
賀
直
哉
「
剃
刀
」
研
究

─
三
つ
の
草
稿
か
ら
の
考
察
─

山
田　

沙
紀　
　

「
盲
人
独
笑
」
研
究

─
葛
原
勾
当
日
記
と
の
比
較
か
ら
─

〔
柴
ゼ
ミ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲
原　

裕
美　
　

小
池
真
理
子
『
欲
望
』
に
お
け
る
《
欲
望
》

―

恋
愛
の
不
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て―

　

松
下　

香
絵　
　

絵
本
作
家
・
長
新
太
作
品
に
お
け
る<

反
復>

〔
鷹
橋
ゼ
ミ
〕

平
田　

美
久　
　

岑
参
の
辺
塞
詩
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
す
み
れ　
　

王
維
『
輞
川
集
』
に
つ
い
て

―

王
維
の
見
た
風
景―

　
　
　
　

分
島
沙
帆
里　
　

王
昌
齢
詩
「
芙
蓉
楼
送
辛
漸
」
に
つ
い
て　
　

〔
光
原
ゼ
ミ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
部　

達
彦　
　

新
海
誠
「
秒
速
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
に
お
け

る
文
章
と
映
像
の
受
け
取
り
方
の
差
異
に
つ

い
て

上
田
恵
里
奈　
　

小
説
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
描
写
の
手
法　

衛
藤　

清
美　
　

百
人
一
首
と
創
作　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
倉　

勇
弥　
　

叙
述
ト
リ
ッ
ク
は
何
故
面
白
い
か　
　

狩
集　

知
恵　
　

香
月
日
輪
作
品
に
お
け
る
三
人
の
登
場
人
物
の

比
較　
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後
藤　
　

晃　
　

国
産
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
に
お
け
る
ス
タ
イ
ル
の

比
較　

中
根　

香
織　
　

梨
木
香
歩
作
品
に
お
け
る
『
銀
』
の
役
割

藤
川　
　

希　
　

村
上
春
樹
作
品
に
お
け
る
手
紙　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法

松
田　

佐
穂　
　

恩
田
陸
『
麦
の
海
に
沈
む
果
実
』
に
お
け
る
親

子
の
関
係
性　
　
　
　

丸
亀
由
依
乃　
　

ミ
ス
テ
リ
ー
に
お
け
る
日
本
の
短
編
連
作
の
特

徴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
小
畑
ゼ
ミ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

瑞
生　
　

『V
 fo

r v
e
n
d
e
tta

』
の
仮
面
と
傷

上
林　

尚
子　
　

文
学
テ
ク
ス
ト
に
表
象
さ
れ
る
、
構
造
的
母
娘

関
係
が
呼
び
だ
す
「
象
徴
的
〈
母
殺
し
〉

─
京
極
夏
彦
『
姑
獲
鳥
の
夏
』
を
主
軸
に
─　

笠
井　

潤
一　
　

三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
バ
タ
イ
ユ　
　
　
　
　

中
村　

祐
麻　
　

松
尾
ス
ズ
キ
と
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア　
　
　
　




